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GRC 打 込 み 型 枠 に 関 す る 研 究

　　　　　　　　模 型 部 材 実 験

豊⊥．は じめ に

　　コ ンクリ
ート工事用の型枠にGRC（繊維補強コ ン クリ

ート）板を使用す る こ とは、既 に多くの研究に よりその 有

効性が 指摘され 、 今後期待される工法で ある。

　本研究は 、GRC 型枠の コ ン クリートとの付着性、靭性

に着目したもので、GRC板を単に型枠として使用するば

か りで なく、構造部材として積極的 に使用する こ とへ の

可能性を探求す る こ とを目的とした実験的研究である 。

本報告は実験の大要をとりまとめ 、 研究開発の有効性に

関する要因とそ の効果につ い て検詞するもの である 。

一§：！−SEewpt
　　 GRC 板は靭性に富む建築材料で あり 、 靭性が 要求さ

れる型枠材料と して使用され るとき、その有効性が発揮

さ．れる 。GRC打込み型枠調査 e 研究委員会に おい て 、付

謝 生を考慮 した型枠材料が検討された 。 またこ れ まで筆

者等は壁構造を対象に GRC打込型枠構法の開発を行 っ て

きた 。 そ の結果として、こ の ような型枠材料を使用する

とき、GRC型枠板は靭性があっ て も加工 の 自由性が少 な

い ため 、木製型枠材料と同等に使用す る こ とができなく、
一
定の 構法上 の 工夫の もとに打込型枠として使用する こ

とが最良の利用方法で あると考えられた 。打込み 型枠に

靭性があるこ と、型枠材料に付着性が あるこ とを考慮す

るとき、単 に型枠材料 と して使用す る だ け で な くその力

学的特陛を有効に利用する こ とを考え る 。 すなわち 、コ

ン ク リ
ー

ト部材中に型枠とともに配置 して コ ン クリート

と
一体に構成される とき 、結果 として せ ん断補強効果を

発揮する であろうこ とを想定するもの で ある。

　以上 の よ うに本研究の 目的は
、 打込む コ ンクリート梁

の内部にせ ん断補強部材として 、GRC型枠板を配置した、
曲げ破壊形式とせ ん断破壊形式を予想す る小型梁の試験

体を製作し、載荷実験を行うこ とに より、それ ら要因と

その効果につ い て検討す る もの で ある 。

　図
一1に示すように 、梁断面の形状は 3種類である 。図

一la）は通常の鉄筋コ ン クリート梁である 。 図一lb）は、打

込み型枠梁で通常の 打込 み型枠の形式の もの で ある 。図
一1c）は 、本研究で検討しようとする もの で 、梁断面の中
に 、打込み型枠板が配置さ れ る もの で あ る 。 打込み型枠

（ 4 ）

　　　　　　　　　　 正 会 員 ○ 徳 富 久 二
3 ）

　　　　　　　　岸 谷 孝 一1）

　 平 居 孝 之2 ）

　　　　　　　 橋 口 　 隆
4 ）

　 田 中 秀 人
4 ）

板 は表面が 凹凸に処理された ものと、比鮫上通常の処理

（現在一般に製品として 出される 、無処理状態）の もの に

っ い て 、また載荷形式 として曲げ破壊形式の試験体とせ
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図
一1 梁断面形状と寸法およびGRC打込型枠板の 配置

ん断破壊形式の 試験体につ い て 、これらを要因と して実

験を行うもの で あ る 。 載荷形式の要因とは通常の鉄筋コ

ン クリート梁にお いて、せん断ス パ ン比を2．8、L4 とす る

もので 、こ れまで の実験でそれぞれ曲げ破壊し、せ ん断

破壊する こ とが判っ て い る もの で ある 。 以上の要因 、水

準に よっ て（表一1）実験を行っ た 。

表一1　：
要因と水準

要　　　 因 割付 水 準 1 水 準 2

D型枠表面 の 凹凸

2）載荷試験状態

3）せ ん断抵抗型枠

ABc 有　り（A1）

曲　げ（B1）

有　り（C1）

無　し（A2）
せ ん断（B2）

無　し（C2）

§3．　 。
≡
　 IS

　　糸緬 の 都合上全試験体の結果は省略し、図一2，図一3、
図
一4に曲げモ ー

メ ン トと部材回転角の 関係を示す 。

　図
一2は通常の RC梁でせん断破壊す るせ ん断ス パ ン比 で

実験した載荷形式の結果である 。図
一3は曲げ破壊する載

荷形式の実験 で 、GRC板が 3枚 の結果である。図
一4は 、 せ

ん断破壊す る載荷形式の実験で 、GRC板が3枚の結果であ

る。
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　　実験の組み合わせは 、 すべ て の組 み合わせ で行われ

てい るので 、実験計画法による解析が可能である 。 表
一

1の 要因、水準と したとき、L8（27）の 直交配列表を使用

して 結論を導くこ とが で きる 。解析の 手順は紙面の 都合

上省略する 。 参考書類を参照された い
。

　図
一5は解析に使用した特性値を示す 。   は曲げモ

ーメ

ン ト
ー
部材回転角関係曲線における初期の勾配（初期剛性）、

  は鉄筋降伏時の 曲げモーメ ン トとそ の時の部材回転角、

  は最大荷重時の 曲げモ ーメ ン ト とその 時の 部材回転角

である 。こ れ らの特陛値に関して分散分析を行っ て解析

する。

　 表 2は 、有意要因として 検出 され た解析 され た結果 を

示す 。 これらの こ とに つ い て 、 さらに詳し く述べ る 。  
一1の 最大荷重時の曲げモーメ ン トにつ いて 、有意要因は

C＊
とA× Bw すなわち単独要因と して C（せ ん断型枠の有無）

に 、
5％の危険率で 、表面凹凸と載荷形式の交互作用 に1％

の危険率で有意差が生 じる 。 これ らに関 して要因が どの

ように関係するかを見る 。

　　　　　　　　表一2 有意要因

特性値     一1　 （｝ 2   一1　   一2

有 意

要 因

B翠

C瘴

BxC ＊

c＊ B榔 C孝

AXB 聯

B窄

AXB ＊

　図一8は載荷形式と表面の 凹凸の交互作用の様子を示す

もの で ある 。 交互作用が存在す る こ とは
、載荷形式（曲げ

（BE）とせん断（SH））を横軸とし、表面の 凹凸の有無によっ

て分離す る とき、図の ように平均値を結んだ線が交差す

る。載荷形式がせ ん断形式の 場合に 、型枠表面に 凹凸が

ある ときがない ときよりま
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1．6臼
た曲げ形式の 場合には 、型
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とに なる 。 こ の場合 、曲げ　尋

形式に おける凹凸の存在が 毳
i’3e

マ イナス に効 くこ とは考え　羇1．2a

られず 、この 理由は凹凸の　鞍
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 畷 1．le
存在する型枠は凹凸の 厚さ

だけ実質断面が小さい こ と

によるもの と考えられる 。 BE SH

　　　　　　　　　　　　 図
一7 表面凹凸の効果

　 5．おわ　 に

　 GRC打込み型枠板を単に型枠板と して使用するだけで

なく、 その特陛を有効に利用するために、断面の 中央に型

枠板と同一の GRC板を配置したときの効果につ い て、型枠

表面の凹凸、載荷形式の変化 の もとに これらの 要因効果

を検討した結果 は、基準とす る特1生値に よ り異な る が、せ

ん断型枠の 存在 は効果 が あ る こ とが判る 。
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